
6合併 10周記念特別号

第
１
回
南
越
前
町
ま
ち
づ
く
り
大
会

町
民
指
標
を
発
表

　
３
月
19
日
、
南
条
文
化
会
館
で
第
１
回
南
越
前
町
ま

ち
づ
く
り
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
増
澤
町
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
町
民
指
標
策
定
委
員

会
か
ら
町
民
指
標
が
発
表
さ
れ
、
町
民
指
標
の
趣
旨
と

策
定
ま
で
の
経
緯
の
紹
介
が
あ
り
、
皆
で
町
民
指
標
を

唱
和
し
ま
し
た
。

河
野
小
学
校
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

　
平
成
17
年
３
月
か
ら
耐
震

補
強
と
大
規
模
改
造
工
事
を

進
め
て
い
た
河
野
小
学
校
舎

が
完
成
し
、
１
月
10
日
、
児

童
ら
は
新
し
く
な
っ
た
教
室

で
新
学
期
を
迎
え
ま
し
た
。

　
昭
和
47
年
に
建
設
さ
れ
た

校
舎
は
老
朽
化
が
進
ん
で
い

た
こ
と
と
、
平
成
15
年
の
耐

震
診
断
で
安
全
基
準
を
下
回
っ
た
こ
と
か
ら
改
修
工
事
を
実
施
。

　
耐
震
壁
や
鉄
骨
の
ブ
レ
ス
を
設
置
し
て
、
建
物
の
強
度
を

大
き
く
す
る
工
事
を
行
う
と
と
も
に
、
電
気
、
給
排
水
設
備

の
取
替
え
や
床
、天
井
、壁
な
ど
内
外
装
工
事
も
行
い
ま
し
た
。

南
越
前
町
総
合
計
画
を
策
定

　
ま
ち
づ
く
り
の

目
標
で
あ
る
ま
ち

の
将
来
像
を
掲
げ
、

総
合
的
・
計
画
的

に
事
業
を
進
め
て

い
く
た
め
の
指
針

と
な
る
南
越
前
町

総
合
計
画
が
、
３
月
８
日
か
ら
開
か
れ
た
町
議
会
定
例
会

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
は
「
基
本
構
想
」、「
基
本
計
画
」、「
戦
略
プ

ラ
ン
」
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
今
後
10
年
間
の
構
想
や
施
策

を
ま
と
め
、
合
併
時
の
新
町
建
設
計
画
の
理
念
を
継
承
し
、

目
標
年
次
を
平
成
28
年
度
と
し
て
い
ま
す
。

■
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

『
〜
海
と
緑
と
歴
史
の
恵
み
に
抱
か
れ
て
、

出
会
い
か
ら
活
力
の
花
ひ
ら
く
町
〜
』

第
48
回
福
井
県
緑
化
大
会

一
つ
の
命  

種
を
落
と
せ
ば  

広
が
る
緑

　
み
ど
り
の
日
の
４
月
29
日
、

リ
ト
リ
ー
ト
た
く
ら
を
会
場

に
、
第
48
回
福
井
県
緑
化
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
式
は
、
林
業
、
緑
化

推
進
団
体
や
町
民
な
ど
約

５
０
０
人
が
参
加
し
て
行
わ

れ
、
西
川
一
誠
知
事
が
あ
い

さ
つ
し
、
森
林
づ
く
り
や
緑

化
運
動
に
貢
献
さ
れ
た
方
々

へ
の
表
彰
や
、
緑
の
少
年
団
に
よ
る
「
誓
い
の
言
葉
〜
大

会
を
記
念
に
緑
や
花
を
大
切
に
育
て
ま
す
〜
」
な
ど
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

「
上
野
は
ね
そ
踊
り
」町
指
定
文
化
財
に
指
定

　
７
月
５
日
、
第
１
回
南
越
前
町
文
化
財
保
護
委
員
会
が

開
か
れ
、「
上
野
は
ね
そ
踊
り
」
が
南
越
前
町
指
定
文
化

財
と
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
８
月
４
日
、
指
定
書
（
南
越
前
町
指
定

文
化
財
第
八
十
四
号
）
が
上
野
は
ね
そ
踊
り
保
存
会
（
澤

本
武
範
会
長
・
笛
吹
喜
一
郎
事
務
局
長
）
に
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
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年


